
日
本
に
お
け
る
中
世
の
射
芸

に
み
る
「
作
物
」
由
来
考
!

i

i
「
吾
妻
鏡
』

太

国

尚

充

え
関

一
、
文
中
の
漢
字
訳
名
交
り
文
の
額
所
は
、
永
東
慶
一
一
監
務
、
貴
志
正
造
訳
註

一
〉
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。

括
弧
内
の
掠
仮
名
、
人
名
等
及
び
文
中
の
傍
点
試
筆
者
に
よ
る
。

日
本
古
典
文
学
金
集
の
叫
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
振
伎
名
は
殆
ん
ど
省
略
し
、
読
み
難
い
と
思
わ
れ
る
議
所
に
だ
け
採
用
し
た
。

(
新
人
物
設
来
社
、
昭
五

路
次

て
は
じ
め
に

二
、
『
吾
妻
鏡
恥
に
お
け
る
「
作
物
」

一
一
一
、
「
作
物
い
と
い
う
封
芸
名
称
に
つ
い
て

閥
、
射
世
話
「
作
物
い
の
出
来

五
、
お
わ
り
に

123 
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で
は
じ
め
に

れ
る平
よ安
う時
に代
な末
つ期
7こり)IJミ
むら
こ武
の家
社
ぷ;，...
~ 

つ
ふ
あ
っ

、
や
が

口

と
か

と
い
わ

の
道
」

「
武
者
の
官
}
と
は
い
か
な
る
気
風
な
の
か

(2) 

と
は
も
と
よ
り
、
名
を
尊
ぶ
こ
と
、
長
を
知
る
こ
と
、

不
一
一
一
日
実
行
、
思
慮

の
あ
る

ふ
に
至
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
霊
史
的
経
韓
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
辻
、
こ
の
よ
う
な

の

対

し
て
の
思
想
的
考
察
を
試
み
る
の
で
は
な
く
、
中
世
}
の
武
士
た
ち
に
と
っ
て
、

「
兵
の
道
一
と
し
て
基
本
的
に
求
め
ら
れ
、

ま
た
、
自
ら

も
求
め
た
広

、
:
、

し
チ
ん
し

武
十
一
訟
を
重
ん
ず
る
こ
と
ん
の
、
武
芸
の
中
の
射
芸
に
つ
い
て
、
二
、
一
ニ
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
で
あ
る
。

し(3)
、中

そ世
の

と
ÍJ~ 

の

で
あ
っ
た
。

弓
馬
の

に
秀
で
る
こ
と
こ
そ
中
聖
武
士
の
面
白
で
あ
っ
た

の

そ
こ
で
、
本
稿
の
視
点
も
、
こ
の
「
弓
馬
の
芸
一
に
向
け
て
す
斗
め
る

と
ふ

と
は
、

の

と
、
こ
の

の
充
分
な
熟
練
の
も
と
に
総
合
的
武
芸
に

の

の
術
は
、

の

IJ￥ 
ふ

そ
の
武
士
団
の

と
っ
て
欠
か
せ

ま
た
、
騎
射
街
は
、
か
に

宅
ま
ゆ
み

一
一
馬
射
の
技
能
の
優
劣
は
、
そ
の
頃
の
戦
斗
形
式
か
ら
い
っ
て
、
自
己
の

は
あ
っ
た
が
、
そ
の

イ〉

で
も
あ
っ

た
c

な
ぜ
な
ら
、

の
帰
趨
を
決
定
一
す
る
と
い
う
重
大
な
要
素
を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

せ

い

べ

よ

う

い

ち

に

ん

つ

わ

も

の

か
く
て
「
精
丘
一
一
と
か
二
人
当
千
の
兵
し
と
い
わ
れ
る
武
士
は
、
前
れ
も
騎
射
需
に
抜
群
の
力
量
を
も
っ
た
戦
斗
目
、
で
あ
り
、
そ

に
か
ふ

な
く
、



の
戦
力
を
に
な
う
も
の
で
あ
っ
た
会

と
iヱ

カミ

る
箭
で
あ
る
5

}
の
術
の
諌
達
が
一
兵
の

ιも
結
び
つ
く
と
い
う
、

い
わ
ば
、

っ
た
の

日
課
の
っ
て
鍛
練
を
重
ね
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と

つ
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
c

そ
の
鍛
錬
の

推
察
で
き
る
む
お

の

の
習
熟
練
達
の
た
め
に
、

中
世
武
士
た
ち
じ
と

て
、
こ
の

し
て
狩
猟
な
ど
も
好
ま

ー
ニ

3

才
A
i

う
で
あ
る
が
、

よ
り
数
多
く
の

の
機
会
を
作
る
た
め
に
、

に
罵
場
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

鏡
』
で
頼
朝
が

の
諾

に
選
ぶ
と
い
う
の
は
、
殆
ん
ど
騎
射

の
た
め
で
あ
っ
た
や

と
こ
ろ
で
、
こ

の
様
式
で
あ
る
が
、
大
小
様
々
の
的
と
か
、

ま
た
、
的
ま
で
の

の
遠
近
等
は
、

必
ら

て
き
た
ふ
め
切

み
ら
れ
た
」
と
い 当
然
と
考
え
ら
れ
る

ず
し
も
同
じ
で
は
な
か
っ
た
よ

こ
れ
は

互
い
に

と
で
あ
っ
て
、

の
様
式
は
も
と
よ
れ
ソ
、

の
仕
方
か
ら
武
具
の
つ
く
り
方
ま

る
。
従
っ
て
、

る(8)騎
C 射

こ箭
れ
ら
の

、
各
々
の

い
た
様
式
で
行
わ
れ
、
そ
の
技
能
を
競
い

つ
物
」
と
総
称
さ
れ
る
笠
懸
、
流
鎮
馬
、

っ
て
い
た
と

え

ら

れ

、
次
第
に
統
一

る
よ
う
に
な
る
が
、

の
中
に
、
後
年

の
騎
射
能
が
あ

た
c

し
か
し
、
こ
の
的

ιも

三
々
九
一

四
六

な
ど

ιお
い
て

物
」
と
総
称
さ
れ
る
よ
う
な
騎
射
術
も
行
わ
れ
て
い
た
む

つ
物
一
と
一
五
わ
れ
る
騎
射
器
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
幾
つ
か
の
研
究
が
な
さ
れ
、
そ

そ
こ
で

本
稿
で
は
、
中
祉
の
射
芸
の
中
か
ら

を
選
び
、

を
基
礎
資
料
と
し
な
が
ら
、
特
に

の
由
来
を
中
心
と
し

125 

て

の
考
察
を
試
み
る
次
第
で
あ
る
c

ち
な
み
に
、
現
在
ま

て
い
る
日
本
斧
育
史
の
壊
説
書
で
は
、

に
関
し

て
い
な
い
c

こ
の

、
中
世
の
射
誌
を
広
く
見
た
場
合
、

云
わ
な
け
れ
ば
・
な
ら
な
い
だ
ろ
う
む
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ぬ
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
敢
え
て
「
作
物
一
を
と
り
あ
げ
、
こ
t
A

に
発
表
を
試
み
る
所
以
で
あ
る
。

注
設
び
参
考
文
離

ω
河
合
正
治
「

ω
同
右
。

ゆ
高
橋
品
開
「
武
士
の
発
生
と
そ
の
性
格
」
、

ω
「

司

馬

の

芸

」

と

の

関

係

を

、

例

え

ば

弓
馬
の
再
芸
、

弓
馬
の
達
者

叫
門
出
本
歴
史
中
世

ωh所
収
、

一
五
九
真
、

昭
毘
六
。

第
一
一
巻
第
七
号
所
収
、
蕊
五
豆
、
雄
山
関
、
昭
五

一
』
の
次
の
よ
う
な
用
語
か
ら
誰
察
で
き
る
。

治
承
四
年
十
一
一
月
十
日

治
承
詔
年
十
ニ
月
十
九
日

文
治
一
…
一
年
十
一
月
二
十
五
日

光
勝
二
年
十
一
足
二
十
五
日

建
久
四
年
三
丹
二
十
五
自

一
冗
暦
二
年
六
月
五
自

文
治
六
年
四
月
七
日

建
久
一
瓦
年
八
月
十
六
日

建
久
平
年
六
月
一
一
一
日

建
長
六
年
間
五
月
一
日

建
長
六
年
間
六
月
一

E

文
治
元
年
八
月
二
十
四
自

文
治
三
年
十
一
月
二
十
一
日

文
治
五
年
九
月
七
日

建
久
三
年
十
一
一
月
十
一
日

建
暦
一
一
一
年
蕊
丹
四
日

文
泊
五
年
十
一
月
十
八
百

文
治
六
年
四
月
七
百

建
久
一
一
年
八
月
一
日

」ろ

弓
馬
の
認
詩

ロ
勺
馬
の
芸

自
本
紙
慢
の
弓
敢

弓
懸
の
友

弓
馬
に
護
る
も
の

弓
箭
の
達
者

わ
が
朝
無
慢
の
弓
矢
の
達
者
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(9) (8) (7) (6) (5) 

弓

馬

の

勘

能

建

久

五

年

十

月

九

日

弓

箭

に

携

わ

る

の

習

正

治

二

年

二

月

六

日

弓

馬

の

陰

徳

正

治

二

年

十

月

二

十

一

日

弓

馬

遊

牧

の

旧

友

元

久

二

年

六

月

二

十

五

日

武

芸

の

眉

目

元

久

二

年

八

月

七

日

弓

箭

の

道

建

暦

三

年

五

月

三

日

三
徳
の
兼
備
(
譜
代
の
勇
士
、
弓
馬
の
達
者
、
容
儀
神
妙
)
建
保
六
年
十
二
月
二
十
六
日

弓

馬

の

道

建

久

三

年

七

月

二

日

武

道

に

か

な

ふ

宝

治

元

年

五

月

二

十

一

日

文

武

の

稽

古

建

長

二

年

二

月

二

十

六

日

器

量

の

土

建

長

二

年

二

月

二

十

六

日

高
橋
昌
明
「
武
士
の
発
生
と
そ
の
性
格
」
既
出
、
五
五
頁
。

「
男
余
三
郎
絵
詞
」
『
図
説
日
本
の
歴
史
六
』
所
収
、
七
一
頁
、
八
七
頁
参
照
、
集
英
社
、
昭
四
九
。

河
村
正
治
「
鎌
倉
武
士
団
の
構
造
」
既
出
、
二
四
四
頁
。

『
吾
妻
鏡
』
建
久
五
年
十
月
九
日
、
建
久
元
年
九
月
十
八
日
、
建
久
四
年
九
月
十
一
日
の
各
記
録
参
照
。

馬
上
三
つ
物
に
つ
い
て

「
大
的
拡
拝
記
」
『
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
武
家
部
一
一
』
所
収
、
七
一
頁
、
酎
燈
社
、
昭
二
六
。

「
就
弓
馬
儀
大
概
聞
書
」
同
右
、
一
五
九
頁
。

1
、
肥
後
和
男
「
中
世
の
射
芸
」
『
東
京
教
育
大
学
体
育
学
部
紀
要
』
第
三
号
所
収
、
一

J
七
頁
、
昭
三
八
。

2
、
丸
山
哲
郎
「
日
本
武
術
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
性
に
つ
い
て
の
一
考
察
|
|
犬
追
物
競
技
に
つ
い
て
|
|
」

所
収
、
一
七
六
頁
。

3
、
黒
木
俊
弘
「
佐
賀
県
の
稲
佐
神
社
流
鏑
馬
馬
場
の
研
究
」
『
体
育
学
研
究
』
第
五
巻
第
一
号
所
収
、
二
一
頁
。

4
、
藤
井
英
嘉
「
鎌
倉
時
代
の
馬
上
三
つ
物
と
武
士
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
仏
教
思
想
の
研
究
」
『
北
海
道
大
学
紀
要
(
二
部
)
』
第
一
号
所
収
、

六
J
一
七
頁
。

5
、
太
田
尚
充
「
南
部
家
流
鏑
馬
古
文
書
に
つ
い
て
」
『
弘
前
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
紀
要
』
第
一
号
所
収
、

6
、
今
村
嘉
雄
『
日
本
体
育
史
』
八
七
J
九
一
頁
、
不
味
堂
出
版
、
昭
四
三
。

(lO 

『
体
育
学
研
究
』
第
二
巻
第
七
号

一八
J
三
七
頁
。
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7
、
水
野
忠
文
飽
著
『
体
育
史
概
説
h

8
、
川
村
英
男
明
日
本
体
育
史
』

九
J
二
一
一
一
頁
、
在
林
欝
器
、
昭
四
回
。

、
沼
遺
書
民
、
昭
四
七
。

に
お
け
る
「
作
物
」

『
吾
妻
鏡
句
に

と

て
い
る
記
録
は
前
後
七
回
出
現
す
る
つ
こ

立
列
挙
す
る
。

資
料
1

馬
場
之
儀
也
。

々

依
ニ
事
繁
↓
今
年
始
被
ν
分
ニ
再
日

御

出
如
-
一
昨
日
刊
愛
流
鏑
馬
射
手

臨
ν
顛
有
ν
障合

一
之
河
村
三
態

也

一
斗
記
。
義
秀
独
非
ν
可
ニ
沈
論
-
歎
。

召
出

仰
臼
む

奇
異
事
也
。

程
非
-
一
指
堪
能

重
可
ν
処
-
一
罪
科
刊

品
召
ニ
覧
其
箭
一
之
処
。
一
束
。
鏡
八
寸
恵
む
仰
日
c

案
一
一
先
非
叫
今
更
奇
佐
也
5

然
者
猶
可
ν
A
J
射
ニ
三
流
作
物
叫
於
ν
者
一
一
失
礼
一

怒
可
ν
行
叫
-
其
径

約日『

荷
一
給
云
々
会

尺
手
挟
八
的
等
也
。

資
料
2

将
軍
家
入
コ
調
小
山
左
衛
門
尉
朝
政
之
家
刊
朝
政
兄
弟
以
下

数
輩
震
候
去
々

於
ニ
此
一
前
一



召
コ
棄
一
4
4
馬
堪
能
等
吋

相
コ
訪
先
駁
吋

令
ら
ず
流
鏑
馬
以
下
得
物
射
様
一
給
。
其
故
実
。
各
所
ニ
相
鐸

々

的
令
下
ニ
前
右
京
進
仲
業

是
明
年
御
上
格
之
次
。
有
ν
御
コ
参
往
・
世
間
社
刊
為
ν
果
-
一
御
宿
願
、
刊
以
二
議
能

之
者
叩

日
験
。
然
者
無
-
一
後
難
一
様
。
兼
自

一一山々
。

其
衆
。下

河
辺
臣
司
行
平

小
山
左
禽
門
尉
朝
政

結
城
七
郎
朝
光

小
笠
累
次
郎
長
清

榛
谷
四
郎
重
朝

工
藤
，
小
次
郎
行
光

諏
方
大
夫
盛
澄

海
野
小
太
郎
平
民

氏
家
正
郎
公
朝

小
鹿
島
犠
次
公
業

曽
我
太
郎
詫
信

藤
沢
次
郎
清
近

宇
故
美
右
衛
門
尉
祐
政

那
須
太
郎
光
勃(2)

資
料
3

129 

除。

小
山
五
郎
長
村
。
駿
河
次
郎
泰
村
。

向
田
部
家
村
。
宇
都
宮
四
郎
在
衛
門

尉
頼
業
。
氏
家
太
郎
c

小
霊
原
六
臨
時
長
等
射
二
流
鱗
馬
・

将
軍
家
有
二
出
御
刊
武
剤
以
下
人
々

並
ハ
中
小
山
一
一
一
滞
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興

泰
村
四
六

将
軍
家
聯
翻
心
神
違
乱
之
問
。
入
得
一
広
々
。

家
村
八
的
c

々
O 

々
様
龍
催
ニ
感

資
料
4

小
山
五
郎
長
村
。

御
J

出
干
杜
戸
浦
ベ
是
締
不
例
御
一
千
崎
山
之
後
調
出
始
品
。

々
木
八
郎
日
下
数
輩
也
。
相
以
川
被
ν
仰
云
。

駿
河
次
部
折
節
上
治
c

ノを

刊一広々

c

L 十
三(4.)余
疋

又
御
3

覧
偶
作
物
刊

日一五々

未
斜
俄
暴
風
起
。
少
一
一
其
興
刊
及
ニ
中
斜
叩
風
猶
不
ν
休
之
問
。

資
料
5

口
H

A
口
c

一
'
ぷ
小

相
摸
四
部
。

山
五
郎

三、駿
々、持
九、四

部
c

武
間
六
郎
。
小
笠
原
六
郎
。

思
六
一
一
一
以
下
作
物
等
各
射
ν
之
。
此
嚢
朝
夕
非
下
一
円
ν
被
コ
御
覧

一
浦
又
太
郎
。
域
太
郎
。

々

長長

々
木
加
地
八
郎
等
為
ニ
射
手
刊

事
一
杷
州
叩
内
々
難
ν
被
ニ
諌
申
叩
凡
後
ν
有
二
御
入
輿
叩
不
v

及
レ
被
ν
止
v
之と

々

一一広々

資
料
6

日

渡
コ
御
由
比
滞
叩
先
小
笠
懸
。
次
遠
笠
懸
。

次
流
鋳
馬
。
次



犬
追
物
c

廿
延
。
次
小
山
五
部
。

武
田
六
部
c

小
笠
原
六
部
c

碕
ニ
別
仰
叩
射
ニ
作
物
等
↓
御
入
輿
無
ν
他
一
広
々
。

資
料
7

甲
午
G

北
条
五
郎
時
頼
、
始
可
ν
被
ν
射
ニ
来
月
放
生
会
流
鏑
馬

此
間
初
於
ω

一
鶴
岳
馬
場

子
ν
時
招
二
十
海
野
左
衛
門
尉
卒
氏
吋
被
ν
談
一
一
子
細
叩

為
ニ
八
人
射
手
之
内
日
数
。
故
実
之
犠
能
被
ν
知
ν
人
之
故
態
。
の
見
ニ
射
撃
之
失
礼
刊
可
ν
加
一
一
風
諌
↓

武
州
被
乞
一
小
ν
之
c

斜
別
手
之
弊
尤
神
妙
む

出

武
州
猶
令
ν
関
叫
一
其
失
一
結
。

一一。

弓

難
ν
非
ν
無
-
一
其
説
ベ

手
一
故
右
大
将
家
調
前
↓

鏑

矢
ヲ
扶
之
持
。

告
案
。

此
事
殊
勝
也
。

設
相
{
九
日
勺
ヲ
引
テ
即
可
v
射
魅

事P

遅
キ
姿
也
。
上
ヲ
少
キ
揚
テ
C

可
ν
持
之
由
ヲ
被
一
一
仰
下
4

然
者
是
計
ヲ
可
ν
被
ν
直
難
者
。

此
事
令
ν

関
-
一
此
説
↓
思
出
詑
。

一五々

c

武
州
亦
入
輿
。

向
後
可
v
用
ニ
此
説
一
一
五
々
c

此
後
。

召
コ
寄
子
息
等
一
令
v
聴
ν
之
。
流
鏑
馬
笠
懸
以
下
作
物
故
実
。

一
向
被
ν
談
ニ
弓
馬
支
↓

大
略
究
-
…
淵
源
二
東
燭
以
後
吾
退
散
一
広
々
。

の
他
に
、

「
作
物
」
と
い
う
用
語
は
使
わ
れ
な
い
が
、

い
か
に
も
「
作
物
」
が
演
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
記
録
が
次
の
よ
う
に
ニ

131 

ケ
一
所
あ
る
。
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資
料
8

武
痛
令
ν
出
ニ
出
井
浦
一
絵
c

-
O 

一
蕗
叫
ん
♂
射
給
。

和
国
太
郎
。
向
次
能
。
三
浦
次
郎
。

げ
ハ
ド

c

自
白

次
以
-
一
投
解
答
↓
差
ニ
豆
一
以
八

五
葉
射
ν
之
。

間
武
語
令
ν
打
一
一
議
馬
耕
い
H

了
一
的
下
}
絵
之
虎
c

其
中
間
為
ニ
八
杖
一
也
。

罵
場

輿
宴
務
ν
魁
コ
及
v
晩
c

色
々

部
盛

止
コ
御
潜
宴

々(8i
G 

資
料
9

日
葵
来
。

品
御
出
c

々

，駿
湾

守
慶
縞
。
小
山
兵
衛
尉
朝
政
c

八
回
右
衛
門
尉
知
家
c

射
手
五
騎
♀

諏
方
大
夫
盛
澄
者
c

也日
来
為
ニ
国
人
一
生
。

市
畿
一
一
断
罪
一

一
流
永
可
ニ
凌
廃
刊
開
。
賢
意
思
会
煩
G

今
日

依
被
v
召
斗
出
之
↓
被
ν
仰
下
可
ν
射
“
一
流
鏑
馬

盛
澄
市
中
二
領
状
吋

盛
澄
欲
ν
令
ν
騎
之
刻
。
御
寵
舎
人
密
々

比
馬
於
日
一
的
詰

吋・也一云々

G

H
H
U

、、
、
河口
f
L
T
H
H
N
-

三
被
ν
立
ν
之
c

重
醇
…
伸

出ベ

拝

擁
護
給

然
後
。
銭
於
平
仁
捻
廻
天
一
射
v
之
c

観
者
莫
ν
不
ν
感
9

一
一
品
調
気
合
又
快
然
。
忽
被
v
仰
ニ
一
車
免
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一広々
(8) (7)紛 (5)帥持)似札)ま

び
# 
弱伊

考
文
献

今
日
琉
鎖
馬
。

番

一-~ 四
番

間同開間関問符
右吉右右右右右

射
手

的
立

刑
部
丞
或
綱

射
手

的
立

河
勾
七
郎
政
頼

的
立

勅
使
河
原
三
郎
有
産

射
手

山
千
法
踊
丸

的
立

議
羽
小
三
郎
行
光

射
手

一一

的
立

横
地
太
部
長
重(9)

出笠宮

支三
口

妻
鏡
第

為抽

八二九八八八五三
八 o 八八六一九
頁 Ol真頁来四-
G真九頁 J

貰九

京

亡と
J=I 

)11 
弘
文
館

長言
問
え

『
吾
審
議
第
一

叫
吾
妻
鏡
第
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)
 

日

y
，Ja
z
z

、、の
同
右
。
二
六
九
!
こ
七

O
頁。

「
作
物
」
と
い
う
射
芸
名
称
に
つ
い
て

tま

「
作
物
」
と
い

一
の
特
徴
は
、

れ
は
、
あ
る
特
定

て と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う

括
し
て
「
作
物
…

2
、
手
挟

ー
、
一
一
一
尺
(
三
々

3
、
八
的

4 ら
、
取
止

6
、
四
六

、

ヴ

i右
の

、
別
の
史
料
に
試
「

「
洋
物
」
の

し
て

と
て
い
た
。

の
名
称
が
、

る
。
前
記

い
た
れ
」
、

上
で
ど
の

に
対
す
る
名
称
と
し
て
い
A

は
な
く
、

の
資
料
を
釘
に
と
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
個
々
の

の
射
芸
に
対
し

っ
て
使
わ
れ
て
い
た
か
を
考
察
す
る
。

包
括
的
な
名
称

て
く
る
。
た
い
A

し
、
こ
れ
ら
は
吋
吾
妻
鏡
h

う
」
(
わ
き
ほ

ーっ
L 、
し

三ω

に
対
し
て
、

の
史
料
に
よ
る
。 .b 
り
ふ〉

り(4;

と

う
名
称
の
射



射
芸
に

の
名
称
は
、
そ

の
発
生

整
え
ら
れ

し

る
c

歩
射
、

の

的
の
材
質
、
的
の
数
、

個
以
上
の
場
合
は
的
と
的
と
の

の
最
装
、
さ
ら
に

の
場
合
は
、

あ

る
い
は
ま
た
、

諸
々
の

の
相
違
か
ら
、

る。

従
っ
て
、

に
包
括
さ
れ
る
各
種
目
も
、

て
わ
形
式
を
も
ち
、
回

有
の

て
い
る
の
で
る
る
つ
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
ふ

て
一
作
物
」

て
い
る
3

こ

ふ
に
「
作
物
」
と
い

の
特
設
が
あ
る
。

「
ー
作
物
」
と
し
て
の

あ
る
い
は
一
;
八
的
」
と

呼
称
さ
れ
る

と
は
あ
っ
て
も
、

の
よ
う
は
、
独
立
し

し

呈
皇
室
規
』
に

に
対
し
て
、

}
れ
を
高
く
評
倍
す
る

と
は
あ
っ
て
も
、
な

笠
懸
と
同
格
の
、
独
立
し
た

射
十
一
声
魯
目
と
し

め
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
G

こ
の
理
出
は
当
然
間
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
む

第

笠
懸
、
犬
追
物
い

射
芸
と
は
、

、
判
然
と
一
区
別
し

れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
c

再
び
前
記

の
資
料
を
例
に
と
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
能
用
さ
れ
て
い
る
。

長会

資
料
2

「
先
小
笠
懸
、

次
涜
錦
馬
、
次
犬
追
物
(
中
路
)

一
射
コ
作
物
等

資
料
8

資
料
7

135 

先
に
み
た
よ
う
に
、

「
作
物
」
に

一尺

一z
八
的
一
等
数
種
目
が
合
め
ら
れ
て
い
る

ιも
か
ふ
わ
ら
ず
、
そ
れ
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ら
の
単
一
種
目
の
名
称
が
出
て
こ
な
い
で
「
作
物

と

し
か
も
、
他
の

さ
れ
て
い

る
ご
換
言
す
れ
ば
、
単
一
種
自
で
あ
る
「
流
鏑
馬
、
笠
懸
」
と
、
数
種
目
を
合
せ
含
め
た
「
作
物
」
と
、

ほ
x 

み
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
む
も
っ
と
も
、

「
笠
懸
」
に
は
「
小
笠
懸
」

「
遠
笠
懸
-
の
区
別
が
あ
っ
た
し
、
笠
懸
を
実
施
す
る
自
的
、
方
法
、
場
所
な

ど
か
ら

「
百
番
笠
懸
一

「
七
夕
笠
懸
一
と
呼
ば
れ
る
場
合
誌
あ
っ
た
が
、
こ
L
A

で
は
、
こ
れ
ら
の
内
容
に
言

は
な
い
だ
ろ
う
c

の
個
々
の
種
目
が
浮
か
び
あ
が
ら
な
い
で

V

}

れ
を

て

し

し、

て
い
る
と
い
う

と

ま
た
、
資
料
6
に
み
る
よ
う
に
、

「
笠
懸
、

の
後
に
、

の
停
せ
に
随
ひ
て
」

い
る
じ

れ

t工

「
作
物
」
を
射
る
時
の
作
法
が
、
笠
懸
、
流
鏑
馬
と
異
な
る
と
い
う
点
で
特
徴
が
あ
る
c

笠
懸
や
流
鏑
馬
を
射
る
の
に

の
仰
せ

に
随
ひ
て

」
れ
を
実
態
す
る
と
い
う
例
は
な
く

「
作
物
一
を
射
る
場
合
に
の
み
こ
の
よ
う
な
作
法
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
む
こ
れ

み
品
、

こ
と
の
意
味
が
、
笠
懸
、
流
鏡
罵
を
射
る
の
と
異
な
る
と
い
う
認
識
が
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
追
求

し、

と

ろ
で
あ
ろ
う
。

た

x
、

で
は
、

の
仰
せ

と
し、

部
の
み

能
の
史
料
を
求
め
れ
ば

次
の
例
が
あ
る
。

〈一一一一一一九〉

延
志
一
克
年
三
見
廿
八
司

一、一
、
叫
ん
ハ

ノ、

ん?三
(。ま
と
くの
の心
な
る
f¥ 

し
る
へ
し

そ
ハ

た
ふ
し

〕
の
や
ふ
さ
め
ハ

り



か
け
の
ま
と
ハ

い
ハ
ニ
寸

く
し
り
な
か
さ

、
大
ま
と
乃
す
方
一
一
一
尺
五
寸

つ
ゑ

(
速
一
笠
懸
)

、
と
を
か
き
か
け

(
丸
)
ま
ろ
物

ふ

イ〉
ヨL
..c-，. 

九
イコ

ー叫(5)..r¥ 

イ〉

J¥ 

の

そ

四
六
三
一
は
、

〕
ふ
で
は
「
や
ぶ
さ

と
称
し
て
い
る
が
、
こ
の
呼
称

の
梧
還
は
と

ιか
く
と
し
て
、

き
tヱ

「
わ
き
ほ
そ
」
も
「
四
六

J
h
u
 

て
名
を
受
け
8
9

一

の
が
「
第
な
り
」
と

こ
れ
は
お
そ
ら
く
、

四
六
一
一
ご
は
、
誰
で
も
が
射
ら
れ
る
と
い

は
な
く
、
射

し
、
然
る
後

ι

の
指
名
が
あ
っ

で
き
」
る
と
い

か
ら
、

主
人

の
も
と
に
、
指
名
を
受
け
れ
~
も
の
だ
け
が
実
施
で
き
る
と
い
う
意
味
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か

向
れ
に
し
て
も
、

料
8
に
あ
る
よ
う
に

立
誰
で
も
が
実
施
で
き
る
と
い

は
な
く

の
仰
せ
に
髄
ひ
て
[
の
み
実
施
で
き
る

る
の

ょ
う
で
る
る
c

以
上

の
第

つ
は
、

「
流
鏑
馬
、

犬
追
物
」
等

問
と
対
比
的
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、

笠
懸
、
犬
追
物
」

は
異
っ

い
を
も
っ

使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

137 

注
及
び
参
考
文
献
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(5) (4) (3) (2) (1) 

『
群
書
類
従
第
二
十
二
一
瞬
武
家
部
二
』
所
収
、
七
五
頁
。

「
流
鏑
馬
次
第
」

同
右
。
「
了
俊
大
草
紙
」
『
続
群
書
類
従
第
二
十
四
輯
上
武
家
部
』
所
収
、
三
四
九
頁
。

「
丸
物
草
鹿
之
記
」
同
右
、
五
二

O
、
五
二
三
貝
。

太
田
尚
充
「
南
部
家
流
和
馬
古
文
書
に
つ
い
て
」
既
出
。

三
、
射
芸
「
作
物
」
の
由
来

」
の
項
は

「
作
物
」
と
い
う
射
芸
の
由
来
を
考
察
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。
ま
た
、
前
項
で
追
求
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
し
て
お
い

た
次
の
二
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。
何
れ
も
「
作
物
」
の
由
来
に
深
い
か
t
A

わ
り
を
も
っ
問
題
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

l 

「
作
物
」
と
は

「
八
的
」
等
、
数
種
目
を
包
括
し
た
名
称
で
あ
る
。

「
一
二
尺
」

「
手
挟
」

こ
の
「
作
物
」
に
含
ま
れ
、

「
八
的
」
等
の
各
単
一
種
目
に
つ
い
て

し
か
も
圃
有
の
射
芸
で
あ
る
は
ず
の
「
三
尺
」

「
手
挟
」

す
く
な
く
と
も
鎌
倉
武
士
た
ち
は

同
格
と
認
め
て
い
な
い
。

同
じ
単
一
種
目
で
あ
る

「
流
鏑
馬
」

「
笠
懸
」
等
と
比
較
し
、

「
作
物
」
と
一
括
し
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て

は
じ
め
て
「
流
鏑
馬
」

「
笠
懸
」
等
と
比
肩
し
得
る
射
芸
と
受
け
と
め
て
い
た
。

つ
】

「
作
物
」
が
「
流
鏑
馬
」

「
笠
懸
」
等
と
比
肩
し
得
る
と
し
て
も
、
な
お
両
者
に
お
け
る
射
芸
と
し
て
の
音
山
味
の
違
い
を
認
め
て

い
た
。
こ
れ
は
、
射
芸
と
し
て
の
相
互
の
形
式
上
の
違
い
に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、

一l
作
物
一
に
対
し
て
は
「
別
の
仰
せ
に
随
」

つ
て
は
じ
め
て
射
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
特
殊
性
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て

『
吾
妻
鏡
』
の
前
記
資
料
2
に
は

「
作
物
」
と
い
う
射
芸
の
由
来
に
つ
い
て
、
細
部
に
わ
た
っ
て
は
な
お
不
明
の
点
が
多
い
乙

あ

っ

と

ぷ

ら

「
弓
馬
の
堪
能
等
を
召
し
来
め
、
旧
記
を
披
覧
し
、
先
縦
を
相
訪
ひ
、
流
鏑
馬
以
下
作
物
の
射
様
を
談
ぜ
し
め
一
て
い
る
記
録
が
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
資
料
7
に
み
る
よ
う
に

「
作
物
故
実
」
に
つ
い
て
「
流
鏑
馬
、
笠
懸
」
等
と
と
も
に
一
大
略
淵
源
を
究
め
一
た
と
い
う



し
か
し
、

「
作
物
故
実
」
の
具
搾
的
内
容
は
述
べ
て
い
な
い

他
の
笛
所
に
お
い
て
も
一
作
物
故
実
」
の
内
容
に
触
れ
る

し、
G 

ま
た
、

、、、、品、

し
会

の
イ也

、
luy 

の
史
料
と
い

る
町
中
右
記
』

円
玉
菜
』

円
台
記
』

当
日
錬
抄
』

に
は
、
相
撲
、
意
弓
、

記
録
は
散
見

る
が
、

に
つ
い
て
は
、
そ
の

、
luy 

ま

「
作
物
」
の

に
も
接
す

る

で
き
な
い
む

よ
う
な
、
史
料
不
足
と
い

ふ
ま
え
て

の

の
で
あ
る
が
、

の

と
い
う

名
称
の

つ
い
て
推
認
を
試
み
た
い
。

最
初
に
、

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

fヘ

八
月
十
六
百

の
中
の
「
作
物
」

る。

の
辞
典
類
で
(

を
採
り
あ
げ
て
い

る
の

二
十
巻
)
』

こ
の
用
例
の

/、

て
い
る
c

し
カミ

し

の
ヨ
を
も
っ
て
、

に
含
め
ら
れ

て
実
施
さ
れ
た
時
期
と
既
定
は

い
で
あ
ろ
う
c

お
そ
ら

く
、
も
っ

か
ら
行
わ
れ
て
い
た

い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
c

こ
れ
は
、

と

一一一一尺」

て
い
た
と
い

か
と
い
う
こ
と
と
か
ふ
わ
り
が
品

るひ

以
前
に
、
す
で
に

鎌
金
武
士

139 

た
ち
の
問

て
い
た

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
繰
り
返
す
よ
う
で
あ
る
が
、

一
作
物
z」

ら
れ
る
様
々

中
で

も

の

、
最
も
早
く
か

親
し

て
も
い
た
、

い
わ
ば
、

を
代
表
す
る
よ
う
な
種
自
で
あ
っ
た
の
で
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お
ろ
う
。
こ
の
こ

よ
う
に

の
次
の

」
と
が

中

君
上
手
也
。

一
武
者
也
c

夜
討
。
髄
射
。

摂
射
♀

流
鏑
馬
。
八
ッ
的
。

々

よ
り
も
早
く
成
立
し
て
い
た
「
薪
猿
楽
記
h

に
、
す
で
に

「
八
的
」
は

て
い
る
の

」
れ
は

て
い
た
と
い
う

と
に
も
な
ろ
う
。

主
口
妻
鏡
』
じ
み
え
る
「
作
物
'
一
の
、
他
の
種
目
も
実
施
さ

れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

刊
新
猿
楽
記
h

か
ら
す
れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
容
易
に
脳
裡
に
浮
か
ぶ
種
自
で
あ
っ
た
か
ら
、

た
の
で
あ
ろ
う
c

の
よ
う
に
、

一--，

「
八
的
」
は
、

「
建
久
一
克
年
」
以
前
か
ら
行
わ
れ

す
る
機
会
も
お
っ
て
、
人
々
の
口
に
謄
茨
し
て
い
た
種
目
で
島
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
c

"で

八
的
、

々

ド

ト

イ

フ

ノ、

、

ノ
時
ヨ
リ
既

エ
タ
レ
パ

ノ

タ
ル
事
久
シ

ソ

よ工.

タ

レ③
む

と
述
べ
て
い
る
ひ
頼
抑
制
が

た
と
い

に
含
め
ら
れ

の
射
芸
を
創
伶
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
に
す
で
広
行
わ
れ
て

い
た
「
作
物
」

っ
た
の
で
あ
る
む

し
か
し
、
右
の

わ
記
録
で
、
さ
ら

き
こ
と
は
、
こ
の
三
種
目
む

の
名
称
を
付
し
て
い
な
い
と
い

う
こ
と

」
の
こ
と
は

「
手
挟
」

の
よ

手
安
時
代
末
期
に
、
す
で
に
実
接
さ
れ
て
い



た
と
考
え
ら
れ
る
に
も
か
ふ
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
種
百
に
対
し
て
、
包
括
的
に
、

〔
存
物
」
と
い
う
名
称
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
知

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
包
括
的
に

の
名
称
を
使
っ
て
い
な
か
っ
た

の

の

種
目
に
対
し
て
、

の

と

つ

ぺ〉

る

の

と
い
う
也
括
的
な
名
弥
が
使
わ
れ
て
い
な

か
っ
た

て
い
る
む

し

の

一
流
れ
作
物
」
の
「
洋
物
」
と
い
う
包
括
的
な
名
弥
は
、

い
つ
頃
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
じ

尺
しー

「
手
挟
」
「
八
的
」
を
も
っ
て
、

い
き
な
り
「
三
流
れ
作
物
」
と
呼
称
す
る
前
に
、

こ
の
抱
の
種

E
「
七
違
」
「
取

止
L 

四
六

「
遠
立
」
等
の
多
様
な
射
芸
を
一
括
し
て
一
作
物
」
と
呼
称
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た

の
中

右
の
三
種

E
を
替
に

流
れ
作
物
」
と
呼
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

知剛

L伊

の

記
録
に
出
現
し
た
の

と
し、

し
か
し
、

の

し
し、

の

て
こ
の

ハ
一
一
八
二
)
六
月
七
百
(
資
料
8
)
の
愛
甲
一
一
一
蕗
の
射

/品¥

一
八
七
)
八
月
十
五
日
(
資
料
9
)
の
諏
方
盛
澄
の
射
芸
が
実
施
さ
れ
た
頃
と
云
え
る
で
あ
ろ
う
む

こ
の
推
定
は
、
こ
の
時
の
射
芸
が
、

い
ず
れ
も
諜
頼
事
の
命
令
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
既
存
の
、
田
脊
な
名
幹
を

も
つ
射
芸
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
よ
る
む
い
わ
ば
、
頼
朝
、
あ
る
い
は
頼
朝
側
近
の
弓
馬
の

達
す
る
御
家
人
に
よ
っ

さ
れ
た
、
こ
の
よ
う
な
射
芸
を
「
作
物
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

す心。

永
正
九
年
(

五

六
月
の

141 
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遠
笠
掛
始
之
事
。

と
あ
る
。

の
武
将
も
、

(
源
頼
朝
〉

、
も
ろ
も
ろ
の
洋
物
品
々
極
め

(
以
下
略
す
)

と

も
と
に
、
新
し
い

れ
を
通
し
て
、
弓
馬
の

て
い
る
c

て
い

こ
の
よ
う
に
、

一
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
c
と
い
う
包
括
的
な
名
弥
が
出
現
す
る
時
期
を
推
定
す
れ
ば
、

吋
五
旦
一
安
鏡
』
の

一
件
に
よ
っ
て

新
し
い

一
作
物
」

さ
ら
に
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

ミ

飾

品

v

・
、
、
、

カ
り
て
'
な
ど
、

、
固
有
名
称
の
あ
る
射
士
山
の
一
部
を
も

k嶋崎

ふ

に
含
め
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

と
し、

つ
い
て
い
ム
あ
る
。

の

既
存
の
射
芸
の
中

と
が
あ
v

る
。
そ
れ
は
、

頼
朝
側
近
の
謁
家
人
に
よ
っ

つ
い
て
い
ブ
あ
る
c

例
え
ば
、

た
「
一
一
一
尺
」

み
た
よ
う
に
、

固
有
な
名
称
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
い
た
射
芸
を
も
、

よ
う
に
な
っ
た

前
を
一
作
物
」

と
い
う
こ

何
を
除
い
た
の

う
に
、
流
鏑
馬
、

犬
追
物
、

「
流
錆
罵
以
下
作
物
の
射
様
」
と
か
、

る
に
、
資
料
2
の、

れ
る
。
こ
れ
ら
の

現
と
、

た
時
期
等
の

1 

と
い
う
名
品
作
は
、

2
、
実
施
さ
れ
て
い
た
時
期
は
、

の

笠
懸
以
下
作
物
の

な
ど
の
表
現
げ
い
み
る
よ

い
た
射
士
山
の

て
を
「
作
物
」

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
別
の

と
い
う
名
称
の
出

こ
と
ふ
し
、
と

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
っ

に
よ
り
、

が
初
見
と
推
定
さ
れ
る
。

に
み
る
よ
う
に
、
十

る
c

り



3
、
し
か
し
、
右
の
場
合
「
作
物
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
実
施
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
や

々
ム
九
」

「
手
挟
i

一

「
八
的
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
単
一
重
臣
の
名
称
の
も
と

し、
O 

4 

「
作
物
i

一
と
い
う
名
称
は
、
源
頼
朝
の
勢
力
が
ほ
H
A

一
世
紀
後
半
に
、

ょ
う

ιな

っ
た

る
3

こ
れ
は

あ
る
い

の

、
3

・v

対
し
て
、

ま
た
、

対
し
て

の

と
し、

の

に
昔
話
さ
れ
る
射
芸
が
、
ど
の
よ
う
に

し
た

い
う
二
つ
の

つ
い
て
デ
あ
J

る。

と
い
う
荊
語
の
意
味
で
あ
る
が
、

内
吾
妻
鏡
』
に
は
、
直
接
こ
の
用
語
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
笛
所
は
な
い
。

後
年
、
江
戸
時
代
中
期
の
有
職
故
実
研
究
家
伊
勢
貞
丈
は
、

そ
の
ザ
者
『
貞
丈
雑
記
』
に
、

草
鹿
、
円
弱
、
大
的
、
小
的
の
類
を
作
物
と

為
に
作
り
た
る
物
也
。

淀
鏡
馬
、

犬
追
物

の

143 

の
作
り
物
、

見
ゆ(時)
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と
も
述
べ
て
い
る
c

す
な
わ
ち
、
伊
勢
貞
丈
に
よ
れ
ば
、
弓
馬
の
+
去
を
稽
古
す
る
た
め
に

昨
り
出
さ
れ
た
す
べ
て
の

と
総
称
す
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
じ

一a作
物
」
と
い

の

懸
、
犬
追
物
の

も

大
的
、
小
的

も

貞

て
を

{の

す
べ
て
を
、

ろ
う
。

を

創
り
出
さ
れ

の
方
法
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
完
全
で

は
な
い

れ

て

い
む
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は

『
吾
妻
鏡
』
に
み
ら
れ
る
「
作
物
」
に
対
し

て
も
、
あ
る
謹
変
通
患
す
る
か
ら
で
あ
る
c

例
え
ば
、
前
記
資
料
8
の
、
寿
永
一
冗
年
(
一
一
八
二
)
六
月
七
日
お
け
る
「
牛
追
物
」
と
い
う
射
芸
の
後
に
、

た

け

く

し

て
長
八
尺
の
串
に
差
し
、
愛
甲
三
部
を
召
し
て
射
し
め
た
ま
ふ
と
五
度
こ
れ
を
射
る
に
、
皆
あ
た
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
の
し
か
う
し
て

武
衛
(
頼
朝
)
か
の
馬
の
鉢
と
昨
刊
と
を
打
た
し
め
た
ま
ふ
の
と
こ
ろ
、
そ
の
中
間
八
提
た
り
の
よ
っ
て
こ
の
杖

も
h

ぬ
き
く
つ

「
次
に
設
解
語
を
も
っ

馬
場
を
定
む
べ
き
の
出
仰
せ
出
さ
る
(
以
下
略
に
と
い

る
む
こ
れ
は
、

で
に

っ
た
、

っ
て

し、

し
L 、

す
な
わ
ち
、

し、

し、

叩
y

〕、
I
u
'
 

、
luv 

{の

て
い

の

と
し、

w 、吋

て
い
な
い

的

と
い
う
的
ま
で
の
距
離
を
計
っ
て
み
る
な
ど
、

、
iuv 

か
じ
も

の

る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
創
り
出
さ
れ
た
射
芸
が

た
と
い
こ
れ
に

名
弥
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も

「
作
物
」
に
包
括
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
作
物
」



と
い
う
用
語

ι対
し
て
、
伊
勢
貞
丈
の
よ
う
な
解
釈
も
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と

い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
お
不
充
分
立
と
こ
ろ
も
あ
る
c

こ
の
不
充
分
な
点
を
考
察
す
る
前
に
、

回
れ
ソ
道
に
は
な
る
が
、
持
伊
勢
点
丈
の
「
洋
物
」
に

対
す
る
考
え
方
の
次
の

て
お
き
允
い
む

そ
の
一
つ
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

を
「
作
物
」
の
中
に
含
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

れ
は

鏡
』
が
「
作
物
」
と
区
別
し
、
む
し
ろ

れ
ら
の
射
芸
と
対
比
的
に
表
現
し
て
い
る
こ
と
ふ
異
っ
て
い
る
。

っ
た
見
解
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
c

も
う
一
つ
は
、

笠
懸
、
犬
追
物
」
に
対
し
て
、

「
作
物
」
の
中
で
も
、
特
に

の
作
物
」
と
時
ん
で
い
る
こ
と
で
あ

る。

で
は
、

と
い
う
表
現
は
あ
る
が
、
特
に

の

と
L 、

て
い
る
記
録
は
な
い
。
こ
れ
も
鎌
倉

っ
た
克
解
を
一
部
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
右
の

つ
の
件
は
、
江
戸
時
代
の
『
貞
丈
雑
記
』
に
始
め
て
み
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
ひ
南
北
朝
時
代
の
武
将
、

濃
前
司
貞
宗
の

議
、
水
元
年
(
一

昭
二
)
成
立
の

に
、
す
で
に
次
の
よ
う
に
み
ら
れ
る
c

歩
射
之
枇
営
難
v
非
ν
無
ニ
其
徳
べ
騎
封
之
勧
猶
堪
ν

訴
ν
葱
馬
上
作
物
難
ν
有
二
其
数
↓

流
鋳
罵

笠
掛

埠
物
也
c

々
難
ν
脊
U

其
益
叩

日
者
射
際
之
簡
要
組
遂
之
妙
術
事
。

以
ード
略{カ

145 

者
の
文
は
、
…
応
、
京
廿
六
〉
」
円
騎
射
秘
抄
』
げ
い
も
大
き
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
小
笠
原
貞
宗
は
、

で
あ
れ
ツ
、
故
実

ιも
通
じ
て
い
た
武
将
で
あ
っ
た
む

〈
一
四

一
級
の
騎
射

芸
や
武
家
礼
法
に
関
し
、
議
代
へ
の

て
大
き
か
っ
た
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人
物
で
あ
っ
た
。
伊
勢
貞
丈
も
、

学
び
と
こ

っ
た
も
の

る。

鎌
倉
時
代
に

犬
追
物
」
が

と
対
比
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
、
が
、

tま

の
昨
物
」

と
し、

も
と
に
、
こ
れ
ら
の

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
さ
ら
げ
い
足
お
時
代
に
は
、

の
三
物
」
と
一

て
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
c

現
弐
の

t工

笠
懸
、
犬
追
物
い
を
も
っ
て
亘
ち
に

の

と
称
し
て
い
る

と
が
多
い
が
、

至
る
に
は
、

り
の
経
緯
の
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

さ
て
、

」
と
に
す
る
が
、
さ
き

ι、
「
作
物
」
と
い

「
弓
馬
糧
古
の

'
一
に
工
夫
さ
れ
創
れ
ソ
出
さ
れ

た
方
法
で
あ
る

る
だ
け
で
は
、
な
お
不
充
分
で
あ

た
。
そ
れ
で
は
、

の
理
解
に
お
い

不
充
分
な
の
か
。

ど
の
よ
う
に
理
解
を
拡
め
探
め
る
必
要
が
あ
る
の

こ
の
点
に
関
し
、

を
通
し

込
め
る
こ
と
に
し
た
い
。
こ

の
件
は
ま
た

が
鎌
倉
武
士
た
ち
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
ふ

い
か
ふ
わ
り
が
あ
る
の

で
、
次
に
述
べ
る
こ
と
は
、

「
作
物
」
の

一
一
の
考
察
の
、

部
分
に
該
当
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

「
作
物
」
は
、

に
弓
馬
の

め
の
一
つ
の

て
い
た
場
合
も
あ

そ
の
飽
に
、

か
け
、
生
死
を
賞
ぬ
く
真
鰐
勝
負
そ
の
も
の
ふ
覚
密
で
実
接
し
て
い
た
場
合
も
あ
っ
た
。

の
本
費
は
、

ろ
後
者
の

状
況
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
c

ま
た
、
鎌
倉
武
士
た
ち
の

後
者
の
立
場
に
立

つ

め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
c

右
の
関
と
し
て
、
前
述
し
た
資
料
1
の、

「
建
久
一
瓦
年
八
月
十
六
日
」
の
「
一
一
一
流
れ
作
物
」
を
射
た
時
の
状
況
を
島
げ
て
お
き
た
い
。

当
日
の
、
問
題
の

は
あ
っ
た
が
、

「
去
ぬ

r¥ 

八

O
)、

し
て
源
頼
朝
に
反
し
た
t
A

め
、
「
囚
人
と
し

る
と
い
う
身
分

ザつ

両た
人
従

期ごつ
にて
臨
み八

詩
の
鶴
岡
八
幡
宮
馬
場
の
儀
に
参
加
で
き
る
立
場
で
は
な
か
っ
た
む
と

ろ
が
、

「
こ
ふ
に
流
鏑
馬
の
射
手



て
障
り
あ
り
。
す
で
に
鯛
如
に
及
ぶ
」
と
い
う
事
態
が
生
じ
、

は
難
な
く
射
納
め
た
が
、

し
か
し
、
こ
の
特
に
伎
の
用
い
た

に
わ
か
に
呼
び
出
さ
れ
て
流
鏑
馬
を
射
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
流
鏑
馬

と
い
う
大
振
り
の
矢
を
見
て
、

束

箭
に
達
す
る
に
よ
っ
て
騒
心
あ
り
」
と
と
が
め
た
の
で
あ
る
。
そ
し

、
そ
の
流
鏑
馬
だ
け
で
満
足
で
き
ず
、
さ
ら
に
、

尺
L 

「
手
挟
」

「
八
的
」

一
流
れ
作
物
〉
の

ょ
う
命
ず
る
。

を
に
く
み
(
義
秀
に
果
し
て
隣
心
が
あ
っ
た
か
ど

う
か
法
別
と
し
て
)
、
そ
し
て
こ
れ
を
と
が
め
た
頼
朝
が
、
な
ぜ
右
の
種

E
を
特
に
選
ん
で
命
じ
た
の
か
問
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
え
ム
は
、

鎌
倉
武
士
た
ち
の
「
作
物
」

め
方
を
示
唆
す
る
重
要
な
箇
所
で
あ
る
c

こ

に
、
右
の

お
そ

ら
く
流
競
馬
よ
り
高
度
な
射
芸
で
る
り
、
た
と

て
も
、
こ

に
は
失
敗
す
る
か
も
知
れ
な
い

か
ら
で

あ
ろ
う
。
も
し
失
敗
す
れ
ば
、

ま
ち
」
に
斬
罪
に
鬼
せ
ら
れ
る
と
い

っ
た
。
し
か
し
義
秀
は

そ

の
撃
を
施
し
、
始
終
あ
へ

な
く
、

い
う
の
で
あ
る
。

以
上
の

き
こ
と
は
、

弓
馬
の
芸
の

に
感
銘
し
た
頼
朝
の
態
度
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

尺」

「
八
的
」
と
い
う
三
一
一
流
れ
作
物
」
の
、
射
芸
と
し
て

す
な
わ
ち
、
右
の
記
録
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
前

述
し
た
よ
う
に
、
頼
朝
は
、
流
鏡
馬
よ
り
高
震
な
射
芸
と
し
て
受
け
と
め
て
い
た

こん」、

ま
た
、

れ
ば
、
そ
の
成
功
不
成
功
が
抗
戦
罪
か
一
合
か
に
か
ふ
わ
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
ふ
、

v
t
}

、

、uu-

の

れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
櫨
度
の

い
、
容
易
な
ら
ざ
る
厳
し
い

い
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

「
作
物
」
は
、

の
芸
を
鍛
捺
す
る

イ〉

の

し
て
よ
り
も
、
武
者
の

に
値
す
る
高

度
な
射
芸
と
-
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

147 

次
の
例
と
し
て
、
資
料
9
の

状
況
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。
授
は

八
七
)
八
月
十
五
司

C
記
録
を
あ
げ
た
い
。
こ
れ
は
、

ひ

け

つ

な

ら

務
決
を
慎
ひ
薄
ふ
る
」
と
い 「
諏
方
大
夫
盛
澄
」
の
射
性
去
の

め

達
人
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、

…
平
家
に
属
し
、

一
関
東
に
参
向
す
る
事
す
こ
ぶ

し
た
t
A

め、

っ
て
四
人

な
っ
て
い
た
。

べ
き
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
そ
う
す
れ
ば
、

と

を
惜
ん
で
、
そ
の
ま
斗
に
な
っ

に
及
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
む
そ
れ
が
、

流
鏑
馬
を
射
る
こ
と
に
な
っ
た
の

に
当
っ
て

の
悪
馬
」
を
あ
て
が
わ
れ
た
が
、
同
情
す
る

既

の

舎

人
」
の

の
卓
越
し

の
癖
を

に
納
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ムい

ろ
が
、
こ
の
後
の

べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
む
そ
れ
は
、
こ
の
流
鏡
罵
の

一
行
わ
れ
た
梨
芸
に
は

洋
物
」
と
い

う
用
語
こ

か
ら
み
て
、

れ
が
「
作
物
」

も
う
一
つ
は
、

L 、

かさ
て
、

4フ

た
か
と

問う
vγ 占

民主
器らり
をけモ
も
ずフ

て

こ
れ
を
的
と
し
て

一
つ
立
て
る
の

で
こ

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
ミ
こ
れ
は
、
ど
ち
ら
か
と

し
か
し
、

田

形
式
を
も
っ

で
は
な
い
c

い

機
に
臨
ん
で
作
ら
れ
た
射
芸
の
形
式
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ

と
も
い
う
べ
き

射
芸
で
お
ろ
う
の
こ
の
一
i

の
大
き
き
ゃ
、

つ
の
「
小
土
器
」
の
間
隔
、

ま
で
の
距
離
な
ど

、
疾
走
す
る

る
こ
と
は
、

の
と
考
え
ら
れ
る
。

射干一五の

い
で
あ
ろ
う
が
、
的
の
大
き
さ
、
的
の
数
、
的
ま
で
の
距
離
が
そ
の
暫
定
基
準
の
中
広
入
る
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

r". 

自
三

O
)

月
の

の
「
は
さ

で
は
、

的
は
一
ひ
ろ
さ

の
上
六
寸
」
と
あ
る
む
も
っ
と
も
、

さ
み
物
」
の
的
と
し
て
串
に
挟
む
物
体
は
、

ろ
さ

」
の
檎
粧
の

か
り
で
な
く
、
例
え
ば
、
一
呆
の

花
、
あ
わ
び
貝
、

々
、
木
の
葉
、

じ
め

多
様
で
あ
っ
て
、
大
き
さ
だ
け
で
の

も
っ
と
小
さ
な
的
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

さ
み
物
」
の
的
の



数
は

つ
で
あ
る
c

告
が
小
さ
く
、
そ
の
数
が

っ
と
い
う
射
芸
に
は

も
あ
っ
た
む

「
小
笠
懸
ー
一
の

と
あ
る
。
応
、
京
二

一
四
二

O
)

f¥ 

入

院司

法二
量寸
物ωハ
』的

にを
もは

串
は
藤
鞭
片
山
心
的
の
遠
て

に
よ
れ
ば
「
的
ハ
屈
す
四
方
、
く
し
ハ
一
尺
、
二
寸
ハ

よ
り

は
げ
ム
同
様
の

て
い
る
。

か
な
り
小

さ
な
的
で
は
あ
る
が
、

「
小
土
器
」
と
比
べ
て
大
同
小
異
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
地
上

の
串
に
一
小
土
器
」

ん
だ
的
を
、

ぺ〉

つ
射
当
て
る
と
こ
ろ
に
こ
の
射
芸
の
難
し
さ
が
あ
っ
た
と

そ
れ
に
も
か
ふ
わ
ら
ず
、
藍
澄
は

と
ご
と
く
射
を
わ
ん

と
i
i
i
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
一
一
つ
の

た

と
い
う
の

ぜ
令
。

し
か
し
、

れ
で
彼
の
崇
芸
が
終
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
、

の
串
を
射
る
べ
き
の
由
」

「
重
ね
て
い

じ
た
の
で
あ
る
。

の
地
上
五
寸
の
串

々
に
散
っ
た

う
か
ら
、
一
ニ
つ
の

串
だ
け
が
地
上
に
残

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

、
何
も
挟
ん
で
い
な
い
そ
の
串
だ
け
を
的
と
し
て
射
当
て
よ
と
の

の
で
あ

る。

れ
は
「
小
土
器
」

し
た
時
よ
り
も
一

と
は
明
白
で
あ
る
c

、
あ
く
ま

の
「
秀

郷
朝
臣
の
秘
決
を
慣
ひ
惇
ふ
る
い
と
い
う
射
芸
の

ん
も
の
と
求
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
む
あ
る
い
は
、
盛
澄
を
窮
地
に
お
と

し
い
れ

の
か
も
知
れ
な
い

つ
作
物
」
と
い

、
例
え
ば
右
の
よ
う
に
、
最
初
の

「
小
土
器
ー
」
と
い
う
的
か
ら
、

さ
ら
に
何
も
な
い
串
だ
け
を
的
に

い
う
よ
う
に
、
臨
機
応
変
に
高
度
化
さ
せ
て
い
く
と
こ
ろ
に

と
推
察
さ
れ
る
。

の
命
令
を
受
け
た
射
手
盛
澄
は
、
極
度
の

そ
れ
に
も
か
ふ

伎
は
、

に
な
っ

149 

て
こ
の
困
難
な
的
に
舟
う
こ
と
に
な
る
。

」
L
A

に
至
れ
ば
、

れ
泣
単
な
る

ご
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
心
こ
の

の

「
盛
澄
こ
れ

す
で
に
生
、
涯
の

と
し、

弓
馬
の

た
武
者
と
し
て
、

て
は
じ
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め
て
自
己
の

て
い

し、

え
」
ム
ノ

て、

""" 

と
、
敬
日
現
に
心
底
を
解
放
し
て
平
伏
す
る
の
で
あ
る
。

「す

で

い
へ
ど
も
」
、

さ
ら
に
「
諏
訪
大
明
神
を
新
念
し
」

「
霊
神
に
仕
ふ
ベ
し
」
と
い
う
の
は
何
如
な
る
心
境

な
の

か
む
こ
の
心
境
は
拐
確
に
捉
え
難
い
が

お
そ
ら
く

「
す
で
に
生
涯
の
運
を
思
ひ
切
る
と
い
へ
ど
も
」
な
お
か
つ
心
中

に
不
安
が
残
っ
て
諏
方
大
明
神
に
新
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
譲
訪
大
明
神
と
い
う
絶
対
へ
の
嬬
て
あ
る
い
は
絶
対
へ
の
投
入

を
念
ず
る
と
い
う
心
境
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
そ
し
て
、

ま
へ
て
へ
り
」

の

す
な
わ
ち

心
底
よ
り
信
仰
す
る
譲
方
大
関
神
よ
り
、

で

っ
た

「
し
か

れ

彼
は
武
者
と
し
て

を
身
を
以
っ

に
示
し
た
の
で
あ
る
G

盛
澄

の

極
致
に

い
ふ
こ
と
な
し
c

品
ハ
頼
朝
)
の
御
気
色
ま
た
快
然
と
し
て

た
ち
ま
ち
に
厚
免
を

仰
せ
ら
る
三
五
々
」
と
。
彼
は
許
さ
れ
て
儲
御
家
人
に
列
せ
ら
れ
、
以
後
、
事
あ
る
毎
に
そ
の
秀
れ
た
射
芸
を
援
露
す
る
よ
う
に
な
る
の
で

治
安

あ
る
む以

上
の
二
部
に
は
、
何
れ
も
「
命
物
」
と
い
う
用
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の

て、

れ
こ
そ

し
し、

物
」
の
実
擁
場
面
の

た
も
の

し

つ
て
は
、

の

と
い
う
、

し、

わ

ば
や
り
な
お
し
の
利
く
状
況
で
は
な
く
、

て
、
そ
こ
に

か
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
、
探
刻
な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

、
i
v
 

っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
が
、

と
い
う
射
芸
そ
の
も
の
が
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
性
質
を
も

イ〉

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
右
の
よ
う
な
囚
人
で
は
な
く
、
毎
家
人
の
実
施
し
た
例
と
し
て
、
資
料
5
D
、
寛
喜
元
年
(
一
二
二
九
〉
十
丹
二
十
二
日
に
行



わ
れ
た
「
作
物
」
の
状
況
を
述
べ
た
記
設
を
あ
げ
て
お
き
た
い
c

」t
A

で
は
、
射
手
の
心
境
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

「
作
物
」
に
対
す
る
鎌
倉
武
士
の
姿
勢
、
あ
る
い
泣

点
を
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
む
す
な
わ
ち
、

に
対
し
て
、

<< 

相

ナ1'1

の
ご
と
き
、
内
々

る
と
い
へ
ど
も
、

お
よ

に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
止
め
ら
る
ふ
に
及
ば
ず
、
連

々

"̂' 

々

と

を

の

る
ベ

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
あ
ろ
う
か
G

」
れ
は
お
そ
ら
く
、

「
作
物
」
と
い
う
射
芸
は
、
普
通
の
稽
古
法
と
し
て
の
弓
馬
の
芸
の
よ
う
に
、
軽
々
に
実
施
で
き
る
と
い
う
性
質
の

射
芸
で
は
な
い
と
聞
き
知
っ
て
い
る

l
i
iと
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ

の
伝
え
開
き
か
と
問
わ
れ
る

な
ら
、
弓
馬
の
芸
に
詳
し
い
窟
老
か
、

い
や
鎌
倉
武
士
な
ら
、
皆
こ
の
よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
の

る

、何九、
o

t
L
V
J
'
h
B
E
V
 

に
立
ち
向
う
射
手

ιと
っ
て
は
、

ま
さ
に
、
戦
場
に
お
け
る
と
同
じ
よ
う
に
、

人
む

て
の

と

、.tu 

イ〉

っ
た
の

つ
ほ
ど
の
者
が

な
ま
じ
い
に

い
な
ど
L

品、

々

理
不
尽
の
所
業
と
考
え
ら

れ
て
い
た
の
で
は
な
か

た

を
射
る
に
当
っ
て
は
、
資
料
6
の、

円
あ
る
じ
)

麗
ひ
て
」
こ
れ
を
行
う
1
1
1
す
な
わ
ち
、
主
人
が
「
作
物
」
射
手
た
る
こ
と
を
名
誉
と
す
る
武
者
を
求
め
、
そ
れ
担
当
の
決
意
あ
る
射
手

二
年
(
一
一

関
正
丹
二
十
三
日
の
記
録
に
あ
る
よ
う
に
、

「
別
の
仰
せ
に

に
ム
叩
じ
て

は
じ
め
て
こ
れ
を
実
蒐
さ
せ
る

i
!と
い
う
の
が

「
作
物
」
実
施
の
場
合
の
作
法
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。

151 

と
こ
ろ
が
、
資
料
5
の
場
合
、

自
代
将
軍
九
条
頼
経
は
、
年
齢
僅
か
十
一
一

っ
た
む

の

下

舟
し
、
鎌
倉
武
士
の
射
芸

に
つ
い
て
、

い
さ
ふ
か
知
る
と

ろ
島
っ
た
に
し
て
も
、
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時
に
お
い
て
軽
率
な
言
辞
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
じ
幕
府
の
枢
要
な
位
置
に
あ
っ
て
、

し
か
も
円
熟
せ
る
五
十
五
歳
の
北
条
時
房
に
「
内

々
諌
め
申
さ
る
と
い
え
ど
も
」
、

そ
の
心
底
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

将
軍
頼
経
が
「
お
よ
そ
御
入
輿
あ
る
に

よ
っ
て
」
、
一
作
物
」
の
実
施
を
度
々
求
め
る
の
で
、

さ
す
が
の
時
房
も
「
こ
れ
る
止
め
ら
る
ふ
に
及
ば
ず
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
結

果
的
に
は
、
頼
経
の
興
に
任
せ
て
「
連
々
御
覧
ぜ
ら
る
ベ
し
」
と
い
う
事
態
に
至
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
頼
経
は
、
名
う
て
の
射
芸
の
達

人
た
ち
が
、
真
剣
そ
の
も
の
で
「
作
物
一
に
立
ち
向
い
実
施
す
る
の
を
、

「
蹴
鞠
」
に
接
す
る
よ
う
な
心
境
で
覧
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、

『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
「
作
物
」

l

l
鎌
倉
武
士
が
受
け
と
め
て
い
た
「
作
物
」
|
|
は
、
単
な
る
「
弓
馬
稽
古
の
為
」
と

し
て
の
方
法
で
は
な
く
、

ま
た
、
例
え
ば
将
軍
の
興
の
た
め
に
、
軽
々
に
実
施
で
き
る
と
い
う
射
芸
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
作
物
」

M
W
 

は
前
の
二
例
で
も
み
た
よ
う
に
相
当
に
高
度
な
射
芸
で
あ
り
、
こ
れ
に
立
ち
向
う
射
手
は
、
武
者
と
し
て
の
「
兵
の
道
」
そ
の
も
の
が
問

わ
れ
、
己
れ
の
面
目
を
決
す
る
と
い
う
、
厳
し
い
性
質
を
も
っ
射
芸
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、

「
作
物
」
と
い
う
用
語
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
の
概
要
と
、

「
作
物
」
と
い
う
射
芸
が
、
鎌
倉
武
士
た
ち

に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
実
施
せ
し
め
る
側
の
心
境
と
、
実
施
す
る
射
手
の
側
の

心
境
と
を
例
を
挙
げ
て
そ
の
概
要
を
述
べ
て
み
た
。

注
及
び
参
考
文
献

ω
『
現
代
国
語
大
辞
典
』
以
外
の
、
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
全
十
二
巻
(
大
修
館
)
、
『
日
本
歴
史
大
辞
典
』
全
十
二
巻
(
河
出
書
房
)
、
『
日

本
史
用
語
大
辞
典
』
全
二
巻
(
柏
書
房
)
や
、
古
く
は
『
節
用
集
』
『
倭
名
類
緊
抄
』
『
和
訓
某
』
『
和
漢
三
才
図
会
』
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
は
採
り

あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
辞
典
で
は
な
い
が
、
日
本
乗
馬
協
会
編
『
日
本
馬
術
史
』
全
四
巻
(
原
書
房
)
に
も
記
述
は
な
い
。

ω
「
新
猿
楽
記
」
『
群
書
類
従
第
九
輯
文
筆
部
』
所
収
、
三
四
二
頁
。
な
お
『
新
猿
楽
記
』
は
、
藤
原
明
衡
に
よ
り
十
一
世
紀
の
始
め
頃
成
立
と
い



わ
れ
る
。
〈
角
川
明
日
本
史
辞
典
恒
〉

ゆ
新
井
白
石
「
本
朝
箪
器
考
巻
印
い
担
耕
一
訂
増
檎
故
実
機
器
同
第
…
一
一
十
?
な
問
所
校
、
昭
二
京
、
古
川
弘
文
館
、
詔
一
一
九
。

仙
一
「
霊
掛
出
い
吋
群
書
類
従
第
一
一
十
一
一
一
藤
武
家
部
一
一
h

所
収
、
七
六
真
。

持
「
衆
文
雑
記
い
刊
新
訂
増
補
故
実
叢
書
H

所
収
、
四
八
八
頁
。

的
問
鰐
右
、
四
八
九
貫
。

M
W

「
日
安
」
円
群
書
類
従
第
一
一
十
一
一
一
龍
一
式
家
部
一
一
』
一
所
収
、
九
六
頁
。

ω
w
B
夏
繁
高
著
「
本
朝
武
事
小
侍
」
(
享
長
一
瓦
年
刊
)
『
新
編
武
街
叢
書
全
』
一
所
校
、
二
一
一
員
二
四
頁
参
照
c

人
物
生
来
社
、
昭
四
一
ニ
。

料
再
右
参
昭
一
、
ま
た
、
「
三
議
一
一
統
大
讐
紙
」
(
『
続
群
書
類
従
第
二
十
朗
輯
上
武
家
部
』
一
所
収
〉
を
書
き
あ
ら
わ
し
、
式
家
礼
法
の
祖
と
い
わ
れ

る。

M
W

『
続
群
書
類
従
第
六
輯
系
掴
部
恒
(
一
七
六
頁
)
に
よ
れ
ば
、
河
村
一
一
一
部
義
秀
は
前
村
一
一
一
郎
秀
高
の
次
男
、
本
名
義
高
。
母
は

横
山
女
。
長
七
尺
二
寸
、
四
十
ニ
議
死
。
と
あ
る
。
身
の
丈
七
尺
一
一
寸
と
い
う
こ
と
は
稀
に
み
る
体
丈
夫
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。
璃
の
費
全
射

た
と
い
う
那
績
の
余
一
は
、
小
兵
で
十
一
一
家
の
矢
者
間
用
い
た
ハ
「
平
家
物
一
諦
」
門
誌
本
在
典
文
学
大
系
旬
岩
波
書
信
所
哉
、
三
一
九
頁
)
こ
と
か
ら
考

え
れ
ば
、
十
一
一
一
策
の
矢
は
普
通
よ
り
大
き
い
じ
し
て
も
、
義
一
芳
に
す
れ
ば
手
ご
ろ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
c

M
W

「
鼓
弓
馬
畿
大
概
問
書
」
明
群
議
類
提
第
二
十
一
一
一
輯
武
家
部
上
旬
所
収
、
一
七
四
瓦
。

鈴
「
弓
場
開
答
」
町
山
腕
群
書
類
詑
第
二
十
一
一
一
輯
下
』
所
収
、
四

O
一頁。

紳
「
長
量
物
」
円
群
書
類
従
第
二
十
三
輯
武
家
部
一
一
』
所
収
、
五
四
頁
c

鵠
一
『
吾
妻
鏡
』
に
お
け
る
次
の
各
記
録
参
黙
の
こ
と
。
文
治
三
年
八
月
十
五
自
c

文
治
盟
年
二
月
二
十
八
日
。
文
治
躍
年
八
丹
十
五
呂
。
文
治
六
年

四
月
三

5
0
建
久
四
年
三
月
二
十
一

B
。
建
久
西
年
九
丹
十
一
日
。
建
久
五
年
十
月
九

sc
建
仁
一
一
一
年
一
月
一
一
一
日
。
建
仁
詔
年
一
月
十
日
。
建
仁
四

年
二
丹
十
二
日
。
嘉
積
三
年
七
月
十
九
話
。
以
上
十
一
回
出
現
す
る
が
、
何
れ
も
御
家
人
の
中
の
す
、
ぐ
れ
た
射
手
と
し
て
い
ふ
あ
る
。
内
容
は
、
流
鏑

馬
弘
前
手
と
し
て
四
回
、
御
弓
射
手
と
し
て
二
語
、
小
笠
懸
、
速
笠
懸
射
手
と
し
て
一
部
、
箭
口
祭
の
時

ι
一
回
、
狩
猟
の
時
一
部
、
地
問
と
な

る。

立場

「
沖
特
い
か
一
緩
め
て
高
度
な
射
誌
と
み
る
の
は
ば
か
り
で
は
設
い

鰐
え
ば
、
難
文
光
年
三
一
一
一
京
大
〉
ト
ニ
丹
成
立
と
い
わ
れ
る
「
諏
方
大
間
縄
絵
詫
」
ハ

広
三
一
々
九
、
八
的
、
手
挟
、
こ
い
た
れ
な
ど
と
云
作
り
物
は
垂
挫
の
神
変
な
り
」
と
し
、
ま
た
、
十
四
世
紀
後
(
甫
北
朝
後
期
i
室
可
初
期
)
成

立
と
い
わ
れ
る
「
庭
訓
従
来
」
〈
石
川
松
太
諮
校
注
円
庭
訓
控
来
』
東
洋
文
庫
所
訳
、
二
三
二
五
頁
、
平
凡
社
)
に
は
、
三
五
九
手
挟
、
八
的

15~ 



154 

等
の
曲
節
」
と
述
べ
て
い
る
c

曲
節
と
は
、

張
し
て
い
る
。

「
技
芸
の
変
幻
自
在
を
披
露
す
る
会
」
と
の
注
が
あ
る
が
、
何
れ
も
「
作
物
」
の
特
異
な
高
度
性
を
主

お
わ
り
に

以
上
「
作
物
」
の
由
来
に
つ
い
て
、
第
一
に
、

「
作
物
」
と
い
う
用
語
の
出
現
と
そ
の
実
施
の
時
期
等
、
第
二
に
、

「
作
物
」
の
射
芸

と
し
て
の
意
味
を
、

二
の
角
度
か
ら
考
察
を
試
み
た
。

さ
て
、

「
作
物
」
の
由
来
を
調
べ
て
い
く
過
程
で
、
こ
の
射
芸
の
特
質
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
そ

の
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
み
た
。

一
、
か
つ
て
伊
勢
貞
丈
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

「
弓
馬
の
妻
」
の
た
め
の
稽
古
法
で
あ
っ
た
こ
と
む
例
え
ば
、
資
料
8
に
み
ら
れ
る
よ

う
な
段
階
を
経
て
、
稽
古
法
と
し
て
あ
る
一
定
の
形
式
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、
稽
古
法
と
し
て
考
え
る
だ
け
で
は
解
釈
し
き
れ
な
い
、
高
度
な
面
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
c

す
な
わ
ち
、
こ
の
射
芸
に
よ
っ

て
「
正
(
の
道
一
」

「
武
者
の
習
」
が
問
わ
れ
る
と
い
う
、
厳
し
い
性
質
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
儀
式
的
な
形
式
に
と
ら
わ
れ
な
か
っ
た
。
儀
式
と
し
て
の
射
芸
に
は
、
そ
の
巧
拙
も
問
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
服
装
や
射
芸
前
後

の
作
法
等
も
問
わ
れ
た
。

「
作
物
」
に
も
一
定
の
形
式
や
作
法
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
儀
式
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

四
、
実
戦
性
が
強
調
さ
れ
た
c

こ
れ
は
、
儀
式
性
を
拒
む
と
い
う
こ
と
斗
、
右
の
第
二
の
項
と
重
復
す
る
こ
と
か
も
知
れ
な
い
が
、
「
作

物
」
実
施
か
ら
、
実
戦
の
場
に
お
け
る
射
芸
も
か
く
の
如
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

今
回
の
小
論
は
、
結
果
的
に
、
右
の
一
、
二
に
つ
い
て
よ
り
多
く
述
べ
た
こ
と
に
な
っ
た
が
、
三
、

四
の
点
に
つ
い
て
も
簡
単
に
触

れ
、
結
び
と
し
た
い
。



一t作
物
」

が
議
式
的
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、

実
戦
性
が
強
調
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
、

実
擁
の
方
法
が
形
式
に
と

ら
わ
れ
ず
、
そ
の

お
い

、
例
え
ば
、
的
の
形
や
的
の
数
、
的
ま
で
の
旺
離
な
ど
を
変
え
て
い
く
と
こ
ろ
も
あ
る
と
患

う
お
し
か
も
、
こ
の
変
化
の
方
向
、
が
、

よ

」
ろ
に
一
i

作
物
」
ら
し
さ
が
あ
る
c

か
く
し
て
、

の

部
か
ら
す
れ
ば
、

の
実
私
を
尽
ざ
い
A

る
を
得
な
い
と
い
う
状
況
が
つ
く
ら
れ
る
の

」
れ
を
換
言
す
れ
ば
、
平
時
に
け
お
る

て
は
、
最
も
練
武
的
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

で
き
よ
う
。

議
式
的
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
ウ
い
て

例
え
ば
、
鶴
岡
八
幡
宮

、
流
鏑
馬
の
奉
納
が
定
例
と
な
っ

た
の

ι対
し
、

「
作
物
」

る
各
射
芸
は
一
度
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
。

の
定
例
化
は
、
そ
れ
だ
け
位
協
式
性
を
高
め
、

か
ぐ〉

て
各
武
士
団
が
謙
々
な
影
式
で
行
っ
て
い
た
流
鏑
馬
も
、
次
第
に
複
雑
な
形
式
に
統
一

八
四
)
正
月
十
七
誌
の
記
録
に
も
あ
る
よ
う
に
、

て
い
っ
た
こ

も
っ
と
も
、

い
う
射
芸
は
、

寿
永

r-， 

「
立
願
」

よ
う
な
騎
射
と
し

る
謡
も
あ
っ
た
と
思
う
c

「
流
鏑
馬
、

比
べ
て
練
武
的
、
実
用
的
要
素
が
濃
し

「
神
式
の
祭
礼
に
行
わ
れ
る
神
事
笠
懸
」
も
あ
っ
た
。
神
事
に
行
わ
れ
る
笠
態
に
は
、
そ
れ
な
り
の
議
式
性
に
富
ん

っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
、

七
夕

笠
懸
等
と
と
も
に
、

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
む

こ
れ
に
対
し
て

は
、
神
事
等
の

場
で
、
あ
る
一

形
式
の
も
と

と

『
吾
妻
鏡
』
む

も
能
の
史
料

ιも
見
当
ら
な
い

そ
れ
だ
け
「
作
物
い
は
、
実
戦
的
騒
射
の

各
々
の

と

在
日
的
と
し

は
な
か
っ
た
か
と
思
う
。

155 

そ
れ
で
は
次
に
、
実
戦
的
騎
射
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な
ろ
う
。

「
支
え
が
き
」
む
も
、

技
指
の
穫
劣
は
、
そ

戦
斗
形
式
か
ら
い
っ
て
、
昌
己
の

応
か
ふ
わ
る
だ
け

直
接
戦
ヰ
の
帰
鰭
を
決
定
す
る
」
と
い
う
重
大
な
要
素
を
も
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っ
て
い
る
と
述
べ
た
ひ
そ
こ
で
、
そ
の
頃
の
戦
d

冷
静
式
と

の
よ
う
な
議
射
術
と
の

は
あ
る
が
、
実
戦
的
時
射
を
推
量
す
る
に
足
る
例
と
思
う
か
ら

ペ〉
し、

め
、
や
t
L
A

文
に
わ
た
る
が
、

一
つ
の
例
を
あ
げ
て
お
き
た
い
c

二
十
五よ

し
ふ
み

平
良
文
ト
云
一
一
人
ノ

ケ
リ
9

良
文
ガ
方
ヨ
リ

ノ
手
品
ヲ
知
ラ
ム
ト
也
9

然
レ
パ
、

々
ノ

ヲ
不
令
射
組
シ

ハ
、
各
軍
ヲ
以

テ
、
口
ハ

只
君
ト
我
レ
ト

人
走
ラ
セ
合
テ
手
ノ
限
リ
射
ト
思
フ
ハ
何
ガ

ト。

ス

充
此
レ
ヲ
間
一
ア
、

レ
モ
然
思
給
フ
ル

セ
テ
、
充
梧

レ
一
入
手
ノ
隈
リ
射
組
マ
ム
ト

カ
ジ
出
ヌ
戸
、

一
一
謹
ワ
出
ズ

ト

一アリ
c

良
文

ノ
返
事
ヲ
関

ヲ
止
メ
テ
一
五
ク
、

む

一点

一
ア
我
射
落
ナ
パ
、

テ
、
楯
ノ
内
ヨ
リ
只

'haz 

然
テ
躍
袴
ヲ
番

射
取
ラ
ム
ト

セ
合
ヌ
E

互一一

違
フ
。

ス

ヲ

ヲi
テヌ

押でレ
宛ぁパ
ツ、

互主
各
，馬
ヲ

セ

当
ヌ

充
亦
取
一
ア

良
文
ガ
最
中

シ

テ
射
ル

ハ
ス
ル
様
、

ノ
合
戦

つ
が
ひ

ヲ
番
テ
立

ノレ

セ

ア

ノ
弓
ヲ
引
テ
街

ツ
テ
馳
セ

セ

ブ
。
各
走
ラ
セ

ヌ
レ
パ
亦
馬
ヲ

一
違
ヘ
パ
、
太
刀
ノ

援2シ
完を

射
立
ア

ツ

ヲ
取
テ

ノレ

、
北
レ
昔
ヨ
リ
ノ
ノ

ーリ

我敵
よそ ニ

然、よそ
ナ非
ムスニ
ト 心非
思、今ズ
ブノ、咽2
0 此か í~:内

実Eテ
ニと止
立ナ
ム

返
シ
テ
志
箭

、
良
文
充
ニ
云
ク
、

鉄
山
レ
パ
仕
ハ

一
フ
セ
ム
口
ブ

手
品
ハ
皆
見
ヘ
ヌ
。
弊
キ
事
無
シ
c

而
ル

あ
な
が
ち

互
一
一
強

ク

ノ

サ
ム
ト
可
思
キ

ト
。
充
此
レ
ヲ
開

品

ハ

見



ツ
s

止
ナ
ム
、

事

か

へ

り

然
ハ
引
テ
返
ナ
ム
」
ト
云
テ
、
各
事
ヲ
訂
テ
去
ヌ
c

(
後
略
)

将
門
の
乱
後
の
こ
と
、
東
国
に
お
け
る
源
充
と
平
良
文
は
、
何
れ
劣
ら
ぬ
一
ー
丘
乙
で
あ
っ
た
が
、
互
い
に
楯
を
構
え
て
対
持
し
、

念
品
え
」

に
合
戦
に
入
ろ
う
と
し
た
時
、
良
文
か
ら
充
に
呼
び
か
け
て
、
今
自
拭
余
人
を
ま
じ
え
ず
、
両
者
の
射
に
よ
る
腕
前

決
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
c

射
は
云
う
ま
で
も
な
く
騎
射
で
、

雨
障
の
中
央
で
秘
術

ノ
限
リ
)

あ
る
c

こ
れ
は
、
持
者
箆
離
を
お
い
て
向
い
合
い
、
そ
こ

せ
て
、

い
ざ
ま
、

と
い
う
勝
負
法
で
あ
る
つ

一}さて、

ふ

た
が
い
に
、

ず〉

の

っ
た
と

の

っ
た
ま
ふ

そ
の
ま

」、

て、

い
ざ
ま
一
の
矢
を
放
っ
た
が
、
こ
れ
は
当
ら
ず
、
二
の
矢
を
つ
が
え
て

て
向
い
合
う
。
機
が
熟
し
て
先
ず
良
文
が
充
の
真
ん
中
を
め
が
け
て
矢
を
放
っ
と
、
充
は
罵
か
ら
落

ち
る
程
身
鉢
を
観
し
て
矢
を
は
ず
し
た
の
で
、
太
万
の
股
寄
せ
に
当
っ
た
。
充
は
ま
た
取
っ
て
返
し
、
良
文
の
真
ん
中
に
ね
ら
い
を
つ
け

て
射
る
と
、
良
文
は
き
っ
と
身
を
か
わ
し
た
の
で
、
矢
は
万
の
麗
充
て
に
当
っ
た
っ
そ
こ
で
、
お
た
が
い
の
腕
は
互
角
と
わ
か
っ
た
の
で

仲
直
り
し
よ
う
と
い
ふ
、
そ
の
後
は
争
う
こ
と
も
な
く
つ
き
合
っ
た
と
い
う
」
語
り
の
一
節
で
あ
る
c

こ
の
当
時
の
一
殻
告
な
戦
斗
形
式
は
、
指
を
構
え
た
陣
か
ら
の
歩
射
の
射
合
い
に
は
じ
ま
り
、
次
い
で
、
名
だ
ふ
る
数
人
の

に
よ
る
騎
射
で
の
勝
負
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
右
の
、

の

会

レ
a仇

む
し
ろ
、

り
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性
を
推
量
す
る
に
都
合
が
よ
い
倒
で
あ
る
c

、網戸

の

の

て
い

る
の
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し
て
、
戦
斗
で
の
的
は
、
疾
走
し
て
い
る
騎
馬
武
者
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
勝
利
を
得
る
に
は
、
先
ず
第
一
に
、
馬

を
全
力
疾
走
さ
せ
、

し
か
も
、
馬
上
で
自
由
な
身
体
動
作
が
で
き
る
と
い
う
馬
術
に
卓
越
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
馬
に
速
度
な
が

け
れ
ば
格
好
の
的
に
さ
れ
て
し
ま
う
し
、
馬
上
で
機
敏
で
自
由
な
動
作
が
で
き
な
け
れ
ば
、
相
手
の
矢
を
か
わ
す
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら

で
あ
る
。
第
二
に
、
右
の
例
で
は
は
ず
し
て
い
る
が
、

一
の
矢
で
相
手
に
的
中
で
き
る
と
い
う
射
術
に
秀
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
い
は
、

一
回
の
疾
走
で
(
円
を
廻
る
形
で
疾
走
す
る
時
で
も
)
二
の
矢
、
三
の
矢
と
、
次
々
と
矢
を
つ
が
い
、
弓
を
引
き
絞
り
、
ね

ら
い
を
定
め
て
射
放
て
る
よ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
甲
胃
で
身
を
固
め
た
武
者
の
隙
は
小
さ
い
の
で
、

一
層
高
度
な
射
術

が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
実
戦
で
の
騎
射
と
「
作
物
」
と
の
関
連
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

「
作
物
」
に
包
括
さ
れ
る
各
射
芸
の
、
細
部
に
わ
た
る
実

(
ゆ
き
J

(

か
え
り
)

「
八
的
」
は
、
全
力
疾
走
す
る
馬
上
か
ら
、
往
に
四
つ
の
的
、
復
に
ま

施
方
法
に
つ
い
て
の
検
討
は
未
だ
不
充
分
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、

た
四
つ
の
的
を
次
々
と
射
当
て
る
と
い
う
射
芸
で
あ
る
。
的
は
固
定
さ
れ
た
物
体
で
は
あ
る
が
、
次
々
と
矢
を
つ
が
え
て
は
四
つ
の
的
を

射
当
て
る
と
い
う
こ
と
斗
、
馬
を
返
し
て
再
び
四
つ
の
的
を
射
当
て
る
と
い
う
射
芸
は
、

『
今
昔
物
語
集
』
の
実
戦
の
例
と
似
て
い
る
と

」
ろ
が
あ
る
と
思
う
。

『
今
昔
物
語
集
』
の
例
は
、

一
回
の
疾
走
で
一
矢
を
放
っ
て
い
る
が
、
混
戦
と
な
っ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
あ
る

ま
い
。
そ
し
て
こ
の
例
は
、
史
実
そ
の
も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
鎌
倉
時
代
前
後
に
お
け
る
東
国
武
士
た
ち
の
、
象
徴
的
な
戦
斗
形
式
で

あ
り
武
者
ぶ
り
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、

「
作
物
」
の
実
戦
性
を
強
く
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

流
鏑
馬
や
笠
懸
な
ど
の
騎
射
も
、
も
と
も
と
は
実
戦
の
場
の
経
験
か
ら
、
馬
場
に
お
け
る
鍛
練
の
方
法
と
し
て
創
ら
れ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
騎
射
が
次
第
に
儀
式
性
を
高
め
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、

「
作
物
」
の
各
種
目
は
、
こ
の
よ
う
な
儀
式
的
な
形
式
を

排
除
し
、
様
々
な
実
戦
の
場
を
想
定
し
て
、
そ
れ
に
相
応
し
た
騎
射
と
し
て
の
形
式
を
創
り
あ
げ
た
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
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よ
ろ
い

ω
か
つ
て
頼
朝
は
、
上
総
権
八
八
康
常
に
謀
蕗
あ
り
と
し
て
こ
れ
む
設
罪
を
加
え
た
。
そ
の
後
持
永
一
一
…
年
正
月
十
七

E
、
畳
常
の
附
?
と
し
て
鎌
倉
の
額

轄
に
さ
し
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
甲
に
一
諮
り
状
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
状
の
舟
容
は
願
書
で
あ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。

敬
白
上
総
寓
ニ
品
川
主
別

立
て
申
す
所
願
の
事

一
、
一
一
一
範
年
の
中
、
神
器
ニ
十
町
、
を
寄
進
す
べ
き
事
。

一
、
三
館
年
の
中
、
式
の
ご
と
く
浩
営
を
致
す
べ
き
事
。

一
、
三
箇
年
の
中
、
高
度
の
流
鏑
馬
を
封
る
べ
き
事
。

右
志
は
、
前
兵
密
佐
殿
下
の
心
中
折
顕
成
就
、
東
国
泰
平
の
た
め
な
り
。
か
く
の
ご
と
き
願
望
、
一
々
に
円
満
せ
し
め
ば
、
い
よ
い
よ
神
の
威
光

あ
が

を
慰
め
た
て
ま
つ
る
も
の
な
り
。
よ
っ
て
立
願
右
の
ご
と
し
。

治

議

六

年

七

丹

日

上

総

権

介

平

朝

臣

襲

常

今
村
嘉
雄
明
日
本
体
育
史
』
八
八
京
、
不
味
堂
、
昭
四
五
。

同
右
、
八
九
頁
α

「
護
充
平
良
文
合
戦
語
第
一
一
一
」
『
今
昔
物
語
集

ωい
日
本
古
典
文
学
全
集
帥
校
注
、
訳
、
馬
淵
和
夫
他
、
四
留
一
一
i
四
四
六
京
、
小
学
館
、
昭
四
九
。

右
の
訳
文
と
、
当
国
説
日
本
の
歴
史

ω貴
族
と
武
士
い
〈
編
集
責
在
者
弥
、
氷
点
一
一
一
、
集
英
社
、
昭
四
五
)
一
一
…
…
一
五
貰
の
意
訳
文
か
ら
ま
と
め
た
。

円
一
一
一
的
射
法
、
盟
六
三
射
法
、
八
的
之
事
』
(
原
著
者
不
詳
・
筆
記
写
本
〉
〈
八
戸
市
立
国
書
館
古
文
書
館
蔵
〉
参
昭
一
。

注
叫
に
お
汁
る
こ
の
説
話
の
の
項
参
照
、
四
四
一
一
盟
国
一
一
一
頁
。
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